
絵
画
ア
ゝ
絵
画
　
是
吾
が
終
局
の
目
的
　
吾
が
生
命
　
　
大
下
藤
次
郎
『
明
治
二
十
八
年
之
記
』
よ
り

伝大下藤次郎
《伝大下巳之吉肖像》
制作年不詳　油彩・カンヴァス
当館蔵

《大下藤次郎が愛用した水彩画道具類》
＊右上にあるのが三脚
当館蔵

大下藤次郎《秋の雲》　1904 年　水彩・紙　当館蔵　前期展示

大
下
藤
次
郎
は
生
涯
で
た
く
さ
ん
の
著
作
を
残
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
異
色
な
の
が
、
美
術
雑

誌
『
み
づ
ゑ
』
に
連
載
し
て
い
た
「
三
脚
物
語
」
で

す
。
愛
用
の
三
脚
（
写
生
用
の
椅
子
）
が
「
僕
」
の

代
名
詞
で
、
主
人
で
あ
る
大
下
と
そ
の
周
囲
の
人
々

に
つ
い
て
語
る
自
伝
的
随
筆
で
す
。

本
展
は
、
こ
の
「
三
脚
物
語
」
に
な
ら
っ
て
三
脚
が

主
人
に
代
わ
っ
て
あ
れ
こ
れ
語
り
、
展
覧
会
を
ナ
ビ

ゲ
ー
ト
す
る
と
い
う
展
覧
会
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
脚
が
語
る
今
ま
で
に
な
い
大
下
藤
次
郎
展
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

人
語
を
話
す
三
脚
（
写
生
用
の
椅
子
）

が
展
覧
会
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
？

希
少
な
油
彩
画
初
公
開
！

大
下
藤
次
郎
が
描
い
た
と
思
わ
れ
る

知
ら
れ
ざ
る
父
の
肖
像
画

大
下
藤
次
郎
は
水
彩
画
の
専
門
画
家
と
し
て
活
動
し
ま
し

た
が
最
初
は
主
に
油
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
二
人
の
師
、

中
丸
精
十
郎
と
原
田
直
次
郎
は
、
当
時
油
彩
の
肖
像
画
を

描
い
て
い
た
洋
画
家
で
す
。
し
か
し
、
現
在
残
っ
て
い
る

大
下
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
水
彩
画
で
、
油
彩
画
の
作
例

は
唯
一
《
野
の
道
》（
当
館
蔵
）
の
み
で
し
た
。

今
回
、
遺
族
の
も
と
に
伝
わ
っ
て
き
た
、
大
下
が
父
の
大

下
巳
之
吉
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
油
彩
の
肖
像
画
が
初
公

開
で
お
目
見
え
し
ま
す
。

大下藤次郎《野の道》
1895 年頃　
油彩・カンヴァス
当館蔵

三宅克己《小諸城址》　1900 年　水彩・紙　
千葉県立美術館蔵　後期展示

大
下
藤
次
郎
を
取
り
巻
く
人
間
模
様

彼
ら
が
描
く
油
彩
画
や
水
彩
画
の
名

品
が
登
場

大
下
藤
次
郎
の
二
人
の
師
、
中
丸
精
十
郎
と
原
田
直
次
郎
。

そ
し
て
、
本
格
的
に
自
然
描
写
に
取
り
組
も
う
と
結
成
し
た

写
生
同
盟
の
若
き
時
代
の
仲
間
、
真
野
紀
太
郎
と
森
脇
英
雄
。

互
い
に
影
響
を
与
え
合
い
、
専
門
の
水
彩
画
家
と
し
て
活
躍

し
た
三
宅
克
己
と
丸
山
晩
霞
。
さ
ら
に
同
時
代
の
画
家
で
交

友
の
あ
っ
た
中
川
八
郎
、
吉
田
博
、
石
井
柏
亭
な
ど
の
作
品

を
一
堂
に
紹
介
し
ま
す
。
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
懐
か
し

さ
を
覚
え
る
風
景
、
ひ
た
む
き
に
生
き
る
明
治
の
人
々
の
姿

が
水
彩
画
な
ら
で
は
の
瑞
々
し
い
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
博
《
野
中
の
老
樹
》　

１
８
９
５
年
頃　

水
彩
・
紙　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵　

後
期
展
示

原田直次郎《素戔嗚尊八岐大蛇退治画稿》
1895 年頃　油彩・カンヴァス
岡山県立美術館蔵

吉田ふじを《少女と網を持つ少年》
1902 年　水彩・紙　
府中市美術館蔵　前期展示石井柏亭《病児》1904 年　水彩・紙

千葉県立美術館蔵　後期展示

真
野
紀
太
郎
《
バ
ラ
》

１
９
５
７
年　

水
彩
・
紙

星
野
画
廊
蔵　

後
期
展
示

丸山晩霞《高原の秋草》　1895-1898 年　水彩・紙
丸山晩霞記念館蔵　　

大下藤次郎『水彩画之栞』
1901 年　当館蔵 し

お
り

大
下
藤
次
郎
の
『
水
彩
画
之
栞
』
で

水
彩
画
の
描
き
方
の
極
意
を
知
る

明
治
３
０
年
代
以
降
、
全
国
的
な
水
彩
画
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
し
、
当
時
の
画
家
達
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
大
下
藤
次
郎
の
技
法
書
『
水
彩
画
の
栞
』。

本
展
で
は
、
実
際
の
作
例
を
交
え
て
水
彩
画
技
法
の

特
徴
を
探
り
、
大
下
の
作
風
や
技
法
面
の
工
夫
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

展
覧
会
を
見
た
後
に
水
彩
画
が
描
き
た
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

【主　催】島根県立石見美術館、しまね文化振興財団、読売新聞社、美術館連絡協議会、日本海テレビ
【開館時間】9：30 ～ 18：00（入館は 17：30まで）　　　
【観覧料】　※（　）内は、20 名以上の団体料金
［企画展］一般 1,000（800）円、大学生 600（450）円、小中高生 300（250）円
［企画・コレクション展セット］一般 1,150（920）円、大学生 700（530）円、小中高生 300（250）円
【問合せ】　〒698-0022 島根県益田市有明町５-15　島根県芸術文化センター「グラントワ」内　島根県立石見美術館
担当：左近充直美（専門学芸員）　吉岡恵（広報）　TEL0856-31-1860/FAX0856-31-1884　http://www.grandtoit.jp 　

「
水
絵
」
と
は
水
彩
画
の
こ
と
で
す
。
顔
料
と
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
を
主
成
分
と
し
、
水
を
溶
剤
と
す
る
水
彩
画
の
絵
具
は

安
価
で
扱
い
や
す
く
、
絵
を
描
く
上
で
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
画
材
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
日
本
に
お
け
る
水
彩
画
の
地
位
を
確
立
し
、
明
治
期
を
代
表
す
る
水
彩
画
家
と
し
て
活
躍
し
た

大
下
藤
次
郎
（
１
８
７
０~

１
９
１
１
）
の
生
涯
と
画
業
を
、
生
誕
１
５
０
年
に
あ
た
る
今
年
改
め
て
振
り
返
り
ま
す
。

今
回
は
大
下
が
長
年
愛
用
し
た
三
脚
（
外
で
の
写
生
の
時
に
座
っ
た
椅
子
の
事
）
が
展
覧
会
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
ま
す
。

水
彩
画
の
普
及
に
人
生
を
捧
げ
た
大
下
が
、
そ
の
著
書
や
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
伝
え
よ
う
と
し
た
水
彩
画
表
現
の
魅

力
に
迫
る
と
と
も
に
、
大
下
が
自
ら
の
道
を
歩
む
過
程
で
出
会
っ
た
人
々
、
水
彩
画
を
愛
す
る
仲
間
達
の
作
品
も
紹
介

し
ま
す
。
明
治
期
を
代
表
す
る
水
彩
画
の
名
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

大
下
藤
次
郎
《
檜
原
湖
の
秋
》
１
９
０
７
年

水
彩
・
紙　

当
館
蔵　

後
期
展
示

企
画
展
　
生
誕
１
５
０
年

　

大
下
藤
次
郎
と
水
絵
の
系
譜

大下藤次郎《紫陽花》1904 年　水彩・紙　千葉県立美術館蔵　後期展示

２０２０年 12月 25日（金）▶
　　　　　　　　　　　２０２１年 2月 20日（土）
前期：12 月 25 日（金） ▶ 1 月 25 日（月）　
後期：   1 月  27 日（水） ▶２月 20 日（土）
休館日：火曜日、年末年始（12 月 28 日～1月 1日）

大下藤次郎

島根県立石見美術館

＊
水
彩
画
は
前
期
後
期
で
展
示
替
が
あ
り
ま
す
。

（
掲
載
の
前
期
後
期
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）


